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11
月
10
〜
15
日
、「
〜
子
ど
も
た

ち
が
豊
岡
で
世
界
と
出
会
う
音
楽

祭
〜『
お
ん
ぷ
の
祭
典
』」を
開
催

し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
、
世
界
で
活

躍
す
る
音
楽
家
と
触
れ
合
う
機
会

を
通
し
て
、
豊
岡
に
居
な
が
ら
に

し
て
世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
ん
な
豊
岡
の
ま
ち
を
誇

り
に
思
う
子
ど
も
を
育
て
た
い
」。

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
市
民
有
志

の
実
行
委
員
会
が
企
画
・
実
施
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
会
場
設
営
や
運

営
に
協
力
し
、
音
楽
祭
を
支
え
ま

し
た
。

　

市
内
14
カ
所
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

▲（左から）岡代表、川見正明
会長、中貝市長、升田議長、
川見善明理事長

▲サロンコンサート。音楽と料理
を一緒に楽しむ

▲オープニングコンサート1。0歳児
から親子で鑑賞

▲（左から）県環境事業商工組合・田中
一良理事長、全但清掃協同組合・濱
上孝代表理事、中貝市長が調印

〜
子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
で
世
界
と
出
会
う
音
楽
祭
〜

『
お
ん
ぷ
の
祭
典
』を
開
催

〜
震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
　
10
年
後
の
開
花
を
楽
し
み
に
〜

八
重
の
桜「
は
る
か
」植
樹
式
を
開
催

災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る

応
援
活
動
協
定
を
締
結

【
11
月
】

10
日
・
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
が

「
博
物
館
」に
登
録

14
日
・
仲
田
光
成
記
念　

第
14
回

豊
岡
全
国
か
な
書
展（
〜

16
日
）

22
日
・「
植
村
直
己
冒
険
館
」開
館

20
周
年
記
念
事
業（
〜
23

日
）

25
日
・
宇
宙
教
育「
出
前
授
業
」　

（
〜
26
日
、
１
月
22
〜
23

日
）

28
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

12
月
25
日
）

　
　

・
除
雪
隊
発
隊
式

【
12
月
】

3
日
・
桜「
は
る
か
」植
樹
式

4
日
・
災
害
時
の
廃
棄
物
処
理
に

関
す
る
応
援
活
動
協
定

を
全
但
清
掃
協
同
組
合

お
よ
び
兵
庫
県
環
境
事

業
商
工
組
合
と
締
結

5
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）リ
ニ

ュ
ー
ア
ル

8
日
・
弘
道
小
学
校
が
優
れ
た

「
地
域
に
よ
る
学
校
支
援

活
動
」推
進
で
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞

9
日
・
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
新

潟
県
三
条
市
へ
の
避
難

者
へ
贈
り
物
送
付

11
日
・
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1

　
　
　

4
に
出
展（
〜
13
日
）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

12
月
3
日
、
福
島
県
で
育
て

ら
れ
た
復
興
の
桜「
は
る
か
」の

植
樹
式
が
、
出
石
町
の「
辰
鼓

楼
」横
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
は
る
か
」は
、
昨
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」の

主
役
・
綾
瀬
は
る
か
さ
ん
が
命

名
し
た
新
種
の
八
重
桜
で
す
。

　

福
島
県
外
で
の
植
樹
は
、
新
島

八
重
の
ゆ
か
り
の
地
・
京
都
市
の

同
志
社
大
学
に
続
い
て
2
番
目
と

な
り
ま
す
。
八
重
の
最
初
の
夫「
川

崎
尚
之
助
」生
誕
の
地
・
出
石
に
と
、

fukushim
a

さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
苗
木
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
4
日
、
市
は
、
災
害
時
に

お
け
る
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
な
ど

の
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
応
援
活

動
に
つ
い
て
、
全
但
清
掃
協
同
組

合
お
よ
び
兵
庫
県
環
境
事
業
商
工

組
合
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

廃
棄
物
の
処
理
に
必
要
な
資
機

材
の
提
供
や
人
員
派
遣
、
そ
の
他

処
理
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

式
典
に
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代

表
の
岡　

嘉
紀
さ
ん
、
但
馬
國
出

石
観
光
協
会
理
事
長
の
川
見
善
明

さ
ん
、
川
崎
尚
之
助
を
偲し

の

ぶ
会
会

長
の
川
見
正
明
さ
ん
、
升
田
市
議

会
議
長
、
中
貝
市
長
な
ど
が
出
席

し
ま
し
た
。

楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
催
し
、
3
千

人
を
超
え
る
方
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
に
は
、
音
楽
祭
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
中
澤
宗
幸
さ
ん
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
中
澤
き
み
子

さ
ん
、
種
々
の
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
ヘ
ン
リ
・
シ

ー
グ
フ
リ
ー
ド
ソ
ン
さ
ん
、
バ
ッ

ハ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
人
初

の
第
1
位
と
聴
衆
賞
を
受
賞
し
た

岡
本
誠
司
さ
ん
な
ど
、
世
界
で
活

躍
す
る
音
楽
家
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
澤
さ
ん
の
好
意
で
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
3
大
名
器
の
う

ち
の
二
つ
、
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ

ウ
ス
と
ガ
ル
ネ
リ
が
登
場
。
聴
衆

は
そ
の
音
色
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
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11
月
、
沖
縄
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
沖
縄
は
、
今
や
コ
ウ
ノ
ト
リ

米
の
最
大
の
消
費
地
で
す
。
地
元

最
大
手
の
流
通
グ
ル
ー
プ
・
サ
ン

エ
ー
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

生
産
者
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
・
市
職

員
ら
と
と
も
に
店
頭
販
売
を
し
、

米
に
関
わ
る
約
2
3
0
人
の
社
員

の
方
々
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
講
演
を

行
い
、
社
長
、
専
務
の
ご
案
内
で

地
元
新
聞
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

新
た
な
商
談
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

不
思
議
で
す
。
な
ぜ
沖
縄
で
？

平
成
22
年
11
月
、
宮
崎
県
綾
町
の

有
機
農
業
推
進
大
会
に
招
か
れ
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
取
組
み
を
話
し
ま

し
た
。
そ
の
会
場
に
サ
ン
エ
ー
の

上う
え

地ち

社
長
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
綾

町
の
有
機
の
き
ゅ
う
り
を
扱
っ
て

お
ら
れ
た
ご
縁
で
し
た
。

　

懇
親
会
の
席
で
、
上
地
社
長
か

ら
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。「
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
米
を
う
ち
で
も
扱
い
た

い
の
で
す
が
」

　

一
カ
月
後
、
サ
ン
エ
ー
の
店
頭

に
一
斉
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
米
が
並
び

ま
し
た
。
22
年
産
米
の
売
上
げ
は

1
0
0
ト
ン
。
驚
異
的
数
字
に
な

り
ま
し
た
。
味
と
背
後
の
物
語
が
、

沖
縄
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

の
で
す
。
そ
の
後
売
り
上
げ
は
順

調
に
伸
び
、
25
年
産
米
は
1
7
6

ト
ン
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
は

2
0
0
ト
ン
を
超
え
る
見
込
み
で

す
。

　

こ
こ
で
質
問
。
な
ぜ
、
中
貝
は

綾
町
に
招
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
？

　

平
成
20
年
、
東
京
で
開
か
れ
た

地
域
航
空
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
基
調
講

演
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
取
組
み
と

東
京
直
行
便
へ
の
思
い
を
話
し
ま

し
た
。
そ
れ
を
聞
か
れ
た
航
空
局

Ｏ
Ｂ
の
方
が
そ
の
内
容
を
旧
知
の

宮
崎
空
港
㈱
の
社
長
に
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
そ
り
ゃ
面
白
そ
う
だ
と
、

宮
崎
空
港
関
係
者
の
会
に
お
呼
び

が
掛
か
り
ま
し
た
。
そ
の
講
演
の

中
で
、
有
機
農
業
の
先
進
地
・
綾

町
は
中
貝
の
お
手
本
だ
と
話
し
た

と
こ
ろ
、
綾
町
長
に
そ
の
こ
と
が

伝
わ
り
、
そ
れ
な
ら
と
同
町
の
有

機
農
業
推
進
大
会
に
招
か
れ
た
、

と
い
う
次
第
で
す
。
お
分
か
り
に

な
り
ま
し
た
？

　

意
図
せ
ず
パ
ス
が
ス
ル
ス
ル
っ

と
通
っ
て
、
ゴ
ー
ル
に
入
っ
て
い

っ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。
情
熱
の

伝
播
と
共
感
の
連
鎖
。
世
の
中
、

こ
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
で
す
ね
。

　
沖
縄
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
米

86

　

平
成
6
年
4
月
に
開
館
し
た
植

村
直
己
冒
険
館
は
、
今
年
20
周
年

と
な
り
、
11
月
22
・
23
日
、
記
念

事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
市
民
を
は
じ
め
、
関

東
地
方
な
ど
か
ら
も
多
数
来
ら
れ
、

約
2
2
0
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ブ
ル
ー
グ
ラ

ス
の
生
演
奏
。
続
い
て
、
豊
岡
市

が
生
ん
だ
ト
ー
ク
王「
ユ
リ
オ
カ
超

特
Ｑ
」さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
植

村
さ
ん
の
偉
業
を
交
え
な
が
ら
の

軽
快
な
ト
ー
ク
に
会
場
は
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の「
飲
食
バ
ザ

ー
」や
特
産
販
売
も
大
盛
況
。

　
「
冒
険
家
の
お
も

て
な
し
」で
は
、
冒

険
で
食
さ
れ
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
カ
レ

ー
、
イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
な
ど
の
い
ぶ

し
焼
き
が
振
る
舞

わ
れ
、
珍
味
に
長

蛇
の
列
が
で
き
ま

し
た
。

　

全
国
の
冒
険
家
が
集
う「
地
平
線

会
議
」の
特
別
報
告
会
で
は
、
植
村

直
己
冒
険
賞
受
賞
者
で
探
検
家
の

関
野
吉
晴
さ
ん
が
、
海
の
グ
レ
ー

ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー（
日
本
人
誕
生
の
ル

ー
ツ
）の
航
海
で
使
用
し
た
丸
木
舟

　

平
成
27
年
の
年
賀
状
用
に
豊
岡
市
マ
ス
コ
ッ
ト
の
イ
ラ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

〜「
玄
武
岩
の
玄
さ
ん
」「
コ
ー
ち
ゃ
ん
」「
オ
ー
ち
ゃ
ん
」と
新
年
を
お
祝
い
〜

豊
岡
市
マ
ス
コ
ッ
ト
の
年
賀
状
用
イ
ラ
ス
ト
が
完
成

〜
時
を
越
え
て
　
つ
な
ぐ
、植
村
直
己
の
人
と
こ
こ
ろ
〜

「
植
村
直
己
冒
険
館
」開
館
20
周
年
記
念
事
業
を
開
催

「
縄
文
号
」の
上
に
立
っ
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

植
村
直
己
ク
イ
ズ
や
ツ
リ
ー
イ

ン
グ（
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
木
登
り
）、

火
起
こ
し
、
ク
ラ
フ
ト
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

▲寄贈した｢縄文号｣の上で講演す
る関野さん

▲餅を焼く玄さん

▲祝・新豊岡市誕生10周年

▲羊飼いの玄さん


